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一

解
説―

「
小
橋
勝
之
助
日
誌
」（
五
）―

「
天
路
歴
程
」
を
め
ぐ
っ
て     

は
じ
め
に

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
「
小
橋
勝
之
助
日
誌
」
は
大
阪
市
淀
川
区
に
あ
る
社
会
福

祉
法
人
博
愛
社
所
蔵
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
博
愛
社
の
創
設
者
小
橋
勝
之
助

（
一
八
六
三
〜
一
八
九
三
）
は
兵
庫
県
赤
穂
の
出
身
で
神
戸
で
医
学
を
学
ん
だ
後
、

東
京
に
行
き
、
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
で
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
Ｃ
・
Ｍ
か
ら
洗
礼
を
受

け
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
。
該
日
誌
は
表
紙
に
「
天
路
歴
程
」
と
墨
筆
で
記
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
二
月
二
一
日
か
ら
同
年
一
二
月

三
一
日
ま
で
で
あ
る
。
サ
イ
ズ
は
縦
二
〇
セ
ン
チ
、
横
一
六
セ
ン
チ
で
和
綴
八
六

丁
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
日
誌
に
つ
い
て
は
、さ
き
に「
小
橋
勝
之
助
日
誌（
二
）

―

『
天
路
歴
程
』」（『
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
』
第
一
〇
五
号
）、「
小
橋

勝
之
助
日
誌（
三
）―

『
天
路
歴
程
』」（『H

um
an W

elfare

』第
一
巻
第
一
号
）「
小

橋
勝
之
助
日
誌
（
四
）―

『
天
路
歴
程
』」（『H

um
an W

elfare

』
第
二
巻
第
一

号
）
と
し
て
、
三
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
き
た
。
今
回
は
前
回
の
続
き
を
翻
刻

す
る
も
の
で
あ
る
。
小
橋
勝
之
助
や
こ
の
日
誌
の
背
景
等
に
つ
い
て
は
「
小
橋
勝

之
助
日
誌
（
二
）―

『
天
路
歴
程
』」
等
の
稿
を
参
看
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
、

今
回
の
日
誌
は
、
彼
の
召
天
が
翌
年
三
月
一
二
日
で
あ
り
、
以
降
の
日
誌
が
な
い

た
め
に
、
最
後
に
認
め
ら
れ
た
記
録
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
に
召
さ
れ
る
約
三
ケ

月
前
の
記
録
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ば
彼
の
遺
言
と
も
と
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
帰
郷

  

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
日
誌
は
一
八
九
二
年
六
月
四
日
か
ら
九
月
一
七
日
ま
で

の
約
三
ヶ
月
半
に
も
及
ぶ
北
海
道
視
察
旅
行
か
ら
久
し
ぶ
り
に
生
家
に
到
着
し
た

日
の
翌
日
、
す
な
わ
ち
九
月
一
八
日
か
ら
始
ま
る
。
前
日
の
日
誌
に
は
「
午
前
四

時
起
褥
喫
飯
人
力
車
を
雇
ひ
名
古
屋
停
車
場
に
行
き
五
時
四
十
六
分
発
の
汽
車
に

乗
り
込
め
り
午
后
五
時
過
ぎ
那
波
駅
に
着
す
其
よ
り
人
力
車
を
雇
ふ
て
鶴
亀
村
に

行
き
木
村
氏
宅
に
荷
物
を
預
け
歩
行
し
て
西
後
明
村
坂
下
に
至
り
し
に
疲
労
し
て

進
む
能
は
ず
即
ち
人
を
雇
ふ
て
博
愛
社
に
報
ず
直
ち
に
籠
を
以
て
迎
ひ
に
来
ら
る

十
時
頃
博
愛
社
に
着
す
十
二
時
頃
迠
談
話
せ
り
無
事
博
愛
社
に
帰
り
し
事
を
主
に

感
謝
す
ア
ー
メ
ン
」
と
あ
り
、
相
当
な
疲
労
困
憊
の
状
況
下
に
お
い
て
の
帰
郷
で

あ
っ
た
。
と
り
わ
け
病
気
を
お
し
て
の
大
旅
行
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
間
の
体
力

の
消
耗
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。

　

し
か
し
翌
日
に
は
「
午
前
五
時
起
褥
午
前
九
時
迠
談
話
し
九
時
よ
り
の
安
息
日

学
校
に
て
是
度
旅
行
中
受
け
し
神
の
恵
み
を
語
り
し
午
后
は
休
眠
又
聖
書
の
講
義

を
な
し
夜
は
心
身
を
鍛
練
修
行
す
る
事
を
話
せ
り
今
日
沢
田
寸
二
兄
へ
端
書
を
認

め
差
出
せ
り
」
と
あ
り
、
早
く
も
活
動
を
開
始
し
て
い
る
の
に
は
驚
く
べ
き
精
神

力
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
翌
日
に
は
東
京
の
知
人
に
書
翰
を
認
め
、
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二

岡
山
孤
児
院
に
も
端
書
を
出
し
、
会
議
を
開
き
、
博
愛
社
の
経
済
的
独
立
を
考
え

て
い
る
。
そ
し
て
二
一
日
に
は
前
田
英
哲
、
二
三
日
に
は
沢
田
寸
二
と
博
愛
社
の

将
来
に
つ
き
、
そ
し
て
役
員
会
に
て
北
海
道
の
件
に
付
き
報
告
し
て
い
る
。

　
二
、
日
誌
の
内
容

　

今
回
の
日
誌
を
紐
解
い
て
み
て
も
、
小
橋
は
病
魔
と
闘
い
な
が
ら
、
日
々
の
業

務
と
祈
り
を
気
丈
夫
に
こ
な
し
て
い
き
、
そ
し
て
将
来
の
博
愛
社
の
こ
と
を
気
に

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
中
に
も
、
こ

の
日
誌
で
は
端
々
に
病
気
と
の
闘
い
が
痛
々
し
く
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
九
月
二
七
日
に
は
「
午
后
に
至
り
て
身
体
大
に
疲
れ
を
感
じ
直
に
就
褥

せ
り
」
と
あ
り
、
日
常
生
活
に
於
て
疲
労
感
や
体
調
が
優
れ
な
い
日
が
往
々
に
あ

る
こ
と
が
窺
え
る
。
病
気
は
一
進
一
退
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
一
一
月
一
八

日
に
至
る
と
「
午
后
は
胃
拡
張
を
引
起
し
食
物
胃
部
に
停
滞
し
て
ト
ゴ
ト
ゴ
と
云

ふ
事
を
発
見
せ
り
又
喀
痰
咳
嗽
の
如
き
も
胃
に
大
関
係
あ
る
事
を
悟
れ
り
即
ち
按

腹
し
て
停
停
（
マ
マ
）物
を
下
げ
降
ろ
せ
り
大
に
気
分
宜
ろ
し
か
り
し
尿
意
頻
数
脈
搏
亢
進

も
歩
行
困
難
も
呼
吸
促
進
も
胃
拡
張
に
大
関
係
あ
る
事
を
悟
れ
り
」、
夜
の
祈
祷

会
に
お
い
て
「
一
同
余
の
病
気
の
快
癒
す
る
為
に
祈
ら
れ
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

大
分
、
病
状
が
悪
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
気
分
や
体
調
の
良
い
日
も
あ
る
が
、

同
月
二
十
三
日
に
は
「
今
日
は
身
体
容
体
甚
だ
苦
し
か
り
し
故
に
炬
燵
を
開
け
て

之
に
臥
す
に
至
れ
り
食
物
も
今
日
よ
り
改
良
せ
り
遠
志
煎
を
飲
み
始
じ
む
今
日
よ

り
全
く
の
病
人
と
し
て
取
扱
は
る
ゝ
に
至
れ
り
」
と
あ
る
。

　

そ
し
て
十
二
月
一
日
に
「
会
陰
部
の
膿
瘍
を
切
開
せ
し
多
く
の
膿
出
で
た
り
」

と
認
め
ら
れ
、
一
二
月
二
日
ま
で
、
毎
日
欠
か
さ
ず
続
け
て
い
た
日
誌
の
記
述
を

一
旦
休
み
、
三
日
か
ら
二
四
日
ま
で
ま
と
め
て
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
も

二
六
日
か
ら
三
一
日
ま
で
も
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。「
此
間
ハ
本
年
中
ノ
博

愛
社
ノ
事
業
ノ
成
績
ヲ
取
リ
調
ブ
ル
為
メ
又
書
翰
ヲ
認
メ
テ
兄
弟
姉
妹
ニ
送
ル
ヽ

タ
メ
大
ニ
心
ヲ
労
セ
リ
之
レ
ガ
為
メ
ニ
病
気
重
ク
大
ニ
苦
メ
リ
願
ク
ハ
来
ル
明
治

廿
六
年
一
月
一
日
ヨ
リ
精
神
ノ
修
養
ト
肉
体
ノ
療
養
ト
ニ
専
ラ
力
ヲ
尽
サ
シ
メ
玉

ハ
ン
コ
ト
ヲ
祈
ル
主
ヨ
此
僕
ヲ
憐
ミ
助
ケ
玉
へ　

ア
ー
メ
ン
」
こ
れ
が
日
誌
の
絶

筆
で
あ
る
。
自
ら
「
病
気
重
ク
大
ニ
苦
メ
リ
」
と
、
あ
る
い
は
「
主
ヨ
此
僕
ヲ
憐

ミ
助
ケ
玉
へ
」
と
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
死
へ
の
自
覚
と
も
と
れ
る
べ
き
心
情

を
吐
露
し
て
い
る
。

                    

三
、
小
橋
の
召
天
を
め
ぐ
っ
て

　

こ
の
よ
う
な
病
気
の
中
で
彼
は
三
月
一
二
日
に
天
に
召
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
彼
の
召
天
ま
で
の
こ
と
を
当
時
合
併
関
係
に
あ
っ
た
岡
山
孤
児
院
の

創
設
者
石
井
十
次
の
日
誌
か
ら
見
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
石
井
十
次
の
日
誌
に
お

い
て
は
、
三
月
七
日
の
段
に
「
博
愛
社
小
橋
君
見
舞
行
を
決
心
す
」
そ
し
て
「
所

感
」
と
し
て
「
之
れ
主
の
御
導
き
に
し
て
若
し
霊
の
御
助
け
な
か
り
せ
ば
余
は
感

情
的
執
念
の
た
め
此
の
決
心
を
な
す
事
は
得
ざ
る
な
り
」
と
記
す
。
そ
し
て
翌
日

の
日
誌
に
は
「
一
番
列
車
に
て
高
橋
君
と
播
州
博
愛
社
小
橋
君
を
其
の
病
床
に
見

舞
」
と
あ
り
、「
余
は
今
日
主
の
与
え
給
ひ
し
一
科
程
を
卒
業
せ
り　

主
は
定
め

て
喜
び
玉
ひ
し
な
ら
む　

余
は
己
れ
に
主
の
旨
に
遵
ひ
し
こ
と
の
由
つ
て
衷
心
の

満
足
を
得
た
り
」
と
吹
っ
切
れ
た
心
情
を
「
所
感
」
と
し
て
記
し
て
い
る
。
そ
し

て
九
日
の
「
祈
祷
」
に
は
「
あ
な
た
は
私
を
憫
れ
み
導
き
て
昨
日
兄
弟
の
病
を
訪

は
し
め
玉
ひ
し
こ
と
を
難
在
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
認
め
て
い
る
。
小
橋
の
亡
く

な
っ
た
日
、
そ
し
て
そ
の
後
に
お
い
て
小
橋
の
こ
と
は
日
誌
に
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
ち
な
み
に
、
合
併
に
つ
い
て
は
軋
轢
が
生
じ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
三
月
二
八

日
の
日
誌
に
は
「
余
は
本
年
よ
り
農
業
的
男
児
の
日
向
移
住
を
実
行
し
混
雑
問
題

を
解
釈
し
去
ら
ん
と
思
へ
り
」
と
あ
る
。
五
月
一
九
日
に
は
高
橋
が
博
愛
社
へ
孤

児
を
迎
え
に
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
翌
日
の
日
誌
に
は
「
播
州
よ
り
十
三
名
の
男

児
高
橋
君
に
伴
は
れ
て
帰
る
於
是
久
し
く
面
倒
な
り
し
博
愛
社
と
の
関
係
明
白
に

185
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三

断
絶
せ
り
」
と
記
す
よ
う
に
、
博
愛
社
と
岡
山
孤
児
院
は
再
度
、
別
の
道
を
歩
ん

で
い
く
こ
と
に
な
る
。

＊
１　

関
西
学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部
教
授

＊
２　

関
西
学
院
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

＊
３　

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
非
常
勤
講
師

〔
凡
例
〕

・
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
固
有
名
詞
・
地
名
は
原
文
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

・
史
料
上
の
句
読
点
は
、
原
本
の
日
誌
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

・
判
読
不
能
な
文
字
は
、
□
で
示
し
た
。
ま
た
、
文
字
数
が
判
明
で
き
な
い
場
合
は
﹇　

﹈
で

示
し
た
。

・
原
本
中
で
、
文
字
に
疑
問
は
無
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
に
つ
い
て
は
（
マ
マ
）
を
附
し
、

疑
問
の
残
る
場
合
は
（
カ
）
を
附
し
て
傍
注
し
た
。

　

※
こ
の
研
究
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号

２
２
５
３
０
６
５
４
研
究
課
題「
大
阪『
博
愛
社
』の
歴
史
的
研
究
」の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

※
本
稿
の
解
説
は
室
田
、
解
読
は
室
田
、
鎌
谷
、
片
岡
が
行
な
っ
た
。

十
八
日
（
日
曜
）
午
前
五
時
起
褥
午
前
九
時
迠
談
話
し
九
時
よ
り
の
安
息
日
学
校

に
て
是
度
旅
行
中
受
け
し
神
の
恵
み
を
語
り
し
午
后
は
休
眠
又
聖
書
の
講

義
を
な
し
夜
は
心
身
を
鍛
練
修
行
す
る
事
を
話
せ
り
今
日
沢
田
寸
二
兄
へ

端
書
を
認
め
差
出
せ
り

十
九
日
（
月
曜
）
午
前
六
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
東
京
巖
本
善
次
（
マ
マ
）、藤
井
河
合
両
氏
、

小
沢
き
く
姉
、
大
須
賀
亮
一
氏
、
震
災
孤
児
院
、
北
海
孤
児
院
、
前
田
英
哲
氏
、

へ
の
端
書
を
認
め
差
出
せ
り
又
岡
山
孤
児
院
へ
も
通
知
せ
り
田
畑
水
害
の

模
様
を
巡
視
せ
り
午
后
は
会
議
を
開
き
博
愛
社
の
経
済
を
独
立
せ
し
む
る

為
に
明
日
よ
り
一
層
奮
励
す
る
事
に
決
せ
り
夜
は
人
世
の
五
幸
福
に
就
き

談
話
せ
り
又
生
徒
一
同
に
経
済
独
立
に
付
き
明
日
一
層
奮
励
し
呉
る
ゝ
様

申
渡
し
た
り
一
同
喜
ん
で
承
知
せ
り

二
十
日
（
火
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
水
守
達
也
君
来
訪
せ
ら
れ
漫
遊

中
の
所
感
を
話
し
且
つ
水
守
勇
也
君
の
独
立
を
話
せ
り
又
西
尾
雅
胤
君

に
将
来
の
事
を
話
せ
り
小
橋
正
二
君
に
も
将
来
の
事
を
話
せ
り
小
橋
礼

太
郎
君
に
勉
学
上
の
事
を
話
せ
り
夜
は
生
徒
に
授
業
を
な
せ
り
身
体
に

別
に
違
（
マ
マ
）常
な
し
夜
小
橋
正
二
君
今
日
迠
の
考
へ
は
誤
ま
り
に
し
て
尚
二
三

年
間
博
愛
社
に
在
り
て
実
業
上
の
鍛
練
を
得
ん
と
の
決
心
を
申
出
で
た
り

二
十
一
日
（
水
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
書
翰
認
め
前
田
英
哲
兄
来
ら

れ
午
后
五
時
頃
迠
信
仰
上
及
び
職
業
上
及
び
博
愛
社
将
来
の
事
に
付
き
話

せ
り
夜
は
授
業
又
役
員
等
に
人
物
の
階
級
博
愛
社
前
途
の
計
画
等
を
話
せ

り

二
十
二
日
（
木
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
書
翰
認
め
又
書
見
を
な
せ
り

午
后
は
或
は
書
見
を
な
し
或
は
休
め
り
夜
は
沢
田
寸
二
氏
と
談
話
せ
り
又

集
り
に
於
て
紋
鼈
開
墾
の
模
様
を
話
せ
り

二
十
三
日
（
金
曜
）
午
前
五
時
起
褥
朝
の
集
り
に
列
し
喫
飯
聖
書
祈
祷
其
れ
よ
り

沢
田
寸
二
兄
と
博
愛
社
将
来
の
方
針
に
付
き
談
話
し
又
会
計
上
の
事
を
相

談
せ
り
沢
田
氏
之
を
引
受
く
る
事
を
諾
せ
ら
る
午
后
は
暫
時
休
眠
沢
田
氏
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帰
ら
れ
た
り
夜
は
夜
学
授
業
且
つ
金
曜
祈
祷
会
を
開
き
愛
国
独
立
心
を
涵

養
す
べ
き
事
を
勧
め
た
り
又
役
員
会
に
て
北
海
の
地
理
に
つ
き
話
せ
り
○

昨
夜
は
尿
意
頻
り
に
し
て
三
度
起
き
た
り
是
れ
気
候
冷
気
を
催
せ
し
に
よ

る
な
ら
ん
食
気
は
大
に
亢
進
せ
り　

二
十
四
日
（
土
曜
）
午
前
六
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
午
前
は
事
務
を
取
り
又
書
見

せ
り
午
后
は
身
体
何
と
な
く
も
の
う
く
休
眠
せ
り
夜
は
生
徒
に
授
業
役
員

会
に
て
北
海
に
対
す
る
ク
リ
ス
チ
ア
ン
の
策
に
付
き
話
せ
り
今
夜
は
小
橋

實
之
助
氏
よ
り
会
計
事
務
を
引
受
け
た
り
今
日
は
南
木
八
郎
氏
来
談
せ
ら

る
即
ち
心
を
誠
に
し
身
を
修
め
家
を
齋
ひ
子
女
を
教
育
す
る
の
必
要
を
話

せ
り

二
十
五
日
（
日
曜
日
）
午
前
六
時
起
褥
喫
飯
書
翰
を
認
め
た
り
安
息
日
学
校
に
於

て
北
海
道
物
産
を
話
せ
り
午
后
は
役
員
の
集
り
に
於
て
聖
書
を
講
義
せ
り

夜
は
西
尾
雅
胤
君
を
送
る
為
に
青
年
の
十
誡
を
話
せ
り
今
夜
の
集
り
は
尤

も
有
益
な
り
し
尓
（
マ
マ
）来
午
前
中
は
事
務
を
取
り
書
見
を
な
し
午
后
は
運
動
及

実
業
を
働
き
夜
は
二
時
間
の
教
授
と
一
時
間
の
談
話
を
な
す
可
し
死
に
至

る
ま
で
之
を
務
め
て
止
む
る
勿
れ

二
十
六
日
（
月
曜
）
午
前
六
時
起
褥
喫
飯
書
翰
を
認
め
其
他
事
務
を
取
り
又
聖
書

祈
祷
午
后
は
休
眠
女
学
雑
誌
を
読
み
夜
は
生
徒
に
授
業
又
役
員
等
に
堅
き

信
仰
の
基
礎
を
築
く
事
を
勧
め
た
り

二
十
七
日
（
火
曜
）
午
前
六
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
及
事
務
を
取
り
書
見
を
な
し

た
り
午
后
に
至
り
て
身
体
大
に
疲
れ
を
感
じ
直
に
就
褥
せ
り
余
は
何
故
に

か
く
食
慾
に
克
つ
能
は
ざ
る
か
帰
社
し
て
よ
り
既
に
十
日
を
経
過
し
其
間

に
於
て
菓
子
の
過
食
果
実
の
過
食
蠺
豆
の
食
三
度
の
食
事
の
過
食
等
其
誤

り
勝
げ
て
数
ふ
可
ら
ず
是
れ
今
日
の
結
果
な
り
し
所
以
な
り
主
よ
願
く
は

余
の
口
に
守
り
を
置
き
賜
へ
如
何
な
る
事
あ
り
て
も
一
日
三
度
の
食
事
の

外
決
し
て
間
食
す
べ
か
ら
ず
滋
養
品
を
取
る
に
も
三
度
の
食
事
の
時
に
於

て
す
べ
し
余
の
是
世
を
去
る
と
き
近
か
づ
け
り
決
し
て
油
断
す
べ
か
ら
ず

二
十
八
日
（
水
曜
）
午
前
六
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
及
事
務
を
取
り
又
書
見
を
な

し
書
翰
を
認
め
た
り
午
后
は
散
歩
を
な
し
又
書
見
せ
り
夜
は
二
時
間
の
授

業
を
な
し
又
自
己
の
摂
生
法
に
つ
き
役
員
に
図
れ
り
十
分
に
摂
生
を
加
ふ

る
事
に
定
ま
れ
り
又
信
仰
上
の
談
話
及
び
学
問
を
な
す
の
注
意
等
を
話
せ

り

二
十
九
日
（
木
曜
）
午
前
六
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
及
事
務
を
取
り
書
翰
を
認
め

た
り
午
后
は
岡
山
孤
児
院
よ
り
高
橋
竹
千
代
君
来
訪
せ
ら
れ
三
人
の
孤
児

を
連
れ
来
ら
る
皆
病
人
な
り
同
君
と
此
度
の
旅
行
中
の
感
じ
を
話
せ
り
夜

は
二
時
間
程
教
授
を
な
し
又
高
橋
君
に
石
井
愛
兄
へ
の
忠
告
を
話
せ
り
主

の
御
恵
み
遠
か
ら
ず
岡
山
孤
児
院
に
降
る
事
を
感
じ
た
り
十
二
時
褥
に
就

く

三
十
日
（
金
曜
日
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
及
事
務
を
取
り
書
見
を
な
し

午
后
は
昨
夜
の
疲
労
の
為
に
休
眠
せ
り
夜
は
授
業
を
な
し
又
役
員
会
を
開

け
り
今
日
晩
景
に
馬
に
乗
り
中
野
村
迠
行
き
水
害
の
模
様
を
観
察
せ
り
川

は
一
般
に
浅
く
な
り
通
路
荒
悪
と
な
り
田
地
に
沙
石
流
れ
込
み
其
惨
状
実

に
甚
し
爾
来
年
々
旱
魃
水
害
并
び
来
り
て
人
民
を
悩
ま
さ
ん
是
予
防
策
は

如
何
篤
と
研
究
を
要
す
可
き
な
り

十
月
一
日
（
土
曜
）
午
前
六
時
半
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
取
り
書
見
を
な
し

午
后
は
休
眠
又
馬
上
に
て
運
動
を
な
し
夜
は
会
議
后
勧
め
を
な
せ
り
又
役

員
等
に
凡
て
の
事
良
心
に
従
ひ
て
な
し
又
人
の
良
心
を
傷
け
ず
其
徳
を
建

つ
る
様
に
行
ふ
べ
き
事
を
勧
め
た
り
其
他
事
務
上
の
協
議
を
な
せ
り
今
日

よ
り
注
射
液
の
注
射
を
始
め
た
り
又
肝
油
を
飲
み
始
め
た
り
一
度
に
少
し

多
く
飲
み
し
為
下
痢
し
た
り

二
日
（
日
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
午
前
安
息
日
学
校
に
於
て
勧
め
を
な
し
た
り

今
日
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
リ
ン
コ
ロ
ン
の
伝
を
読
み
大
に
益
を
得
た
り
農
業
的

教
育
に
よ
り
て
彼
の
如
き
人
物
を
養
成
す
る
事
余
の
希
望
し
て
止
ま
ざ
る

所
な
り
午
后
は
聖
書
講
義
を
な
せ
し
夜
は
感
話
会
に
於
て
リ
ン
コ
ロ
ン
の

183



『Human Welfare』第３巻第１号　2011

五

人
物
に
つ
き
勧
め
を
な
せ
し

三
日
（
月
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
前
月
中
の
計
算
を
な
し
其
他
事
務
を
取
り
た

り
午
后
は
馬
に
乗
り
て
暫
ら
く
運
動
し
来
客
と
談
話
し
夜
は
授
業
を
な
し

又
役
員
等
の
精
神
上
の
談
話
を
な
せ
り

四
日
（
火
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
取
り
書
翰
を
認
め
午
后
は

田
を
観
に
行
き
し
又
書
見
を
な
し
夜
は
授
業
及
び
精
神
上
の
談
話
を
な
せ

し

五
日
（
水
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
取
り
午
后
は
休
眠
（
此
頃

は
如
何
な
る
訳
に
か
尿
意
頻
数
に
し
て
夜
三
四
度
起
臥
す
其
れ
が
為
に
疲

労
を
感
ず
）
夜
は
授
業
且
つ
勉
学
十
一
時
褥
に
就
く

六
日
（
木
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
取
り
午
后
は
書
見
を
な
し

休
み
居
り
し
処
露
無
文
治
君
来
訪
せ
ら
れ
旅
行
中
の
所
感
を
話
し
又
信
仰

上
の
談
話
を
な
し
孤
児
院
将
来
の
事
を
話
し
又
泰
西
の
慈
善
事
業
を
参
考

す
る
為
に
其
れ
に
関
す
る
書
類
の
翻
訳
を
依
頼
せ
り
夜
も
信
仰
上
の
談
話

を
な
し
十
時
褥
に
就
く

七
日
（
金
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
取
り
書
見
を
な
し
午
后
は

徒
然
に
し
て
送
り
夜
は
授
業
及
び
役
員
と
事
務
上
の
共
議
を
な
せ
り

八
日
（
土
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
取
り
午
后
は
疲
労
の
余
休

眠
夜
は
授
業
本
日
は
肉
体
の
病
気
も
別
に
変
は
り
な
し
本
日
よ
り
袪
痰
剤

と
し
て
遠
志
浸
を
飲
み
始
じ
む
「
又
本
日
よ
り
今
日
な
す
可
き
事
を
明
日

迠
猶
予
す
る
勿
れ
の
真
理
を
実
行
す
る
事
を
決
心
せ
り
」

九
日
（
月
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
安
息
日
学
校
に
於
て
勧
め
を
な
し
又
文
庫
の

書
籍
を
整
頓
し
一
室
を
掃
除
し
又
午
后
は
聖
書
の
講
義
病
人
看
病
の
共
議

夜
は
感
話
会
に
於
て
勧
め
を
な
し
又
庖
厨
整
頓
の
共
議
を
な
せ
り
余
の
身

体
大
に
疲
労
を
感
ぜ
り
明
日
よ
り
庖
厨
上
養
鶏
上
衛
生
上
に
一
層
注
意
す

る
べ
し

十
日
（
月
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
取
り
午
后
は
衛
生
上
の
事

務
を
取
り
且
つ
疲
労
の
余
り
休
眠
夜
は
種
々
相
談
を
な
し
た
り
又
一
日
の

事
務
を
取
片
付
け
し
今
日
身
体
の
容
体
は
別
に
変
は
り
し
事
な
し
少
し
く

咳
嗽
咯
痰
あ
り
し
滋
養
剤
と
身
体
の
運
動
を
怠
り
し

十
一
日
（
火
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
取
り
午
后
は
赤
痢
予
防

の
為
に
来
ら
れ
し
役
場
吏
員
と
談
話
し
教
育
上
の
事
を
談
じ
夜
は
教
授
及

庖
厨
上
の
事
及
実
業
上
の
事
を
相
談
せ
り
今
日
は
身
体
別
に
異
状
な
し
遠

志
浸
の
為
に
袪
痰
を
よ
く
す
又
肝
油
も
少
し
く
飲
み
し
願
く
は
死
に
至
る

ま
で
必
死
を
尽
し
て
教
育
の
為
に
働
き
得
ん
事
を
ア
ー
メ
ン

十
二
日
（
水
曜
）
午
前
五
時
起
褥
朝
の
集
り
の
講
義
を
な
し
聖
書
祈
祷
喫
飯
午
前

中
は
書
見
を
な
せ
り
午
后
は
休
眠
夜
は
授
業
を
な
せ
り
今
日
身
体
の
模
様

は
大
に
宜
ろ
し
肝
油
も
三
度
飲
み
滋
養
食
も
な
し
服
薬
も
な
せ
り
但
運
動

は
な
さ
ゞ
り
し

十
三
日
（
木
曜
）
午
前
五
時
起
褥
朝
の
講
義
を
な
し
聖
書
祈
祷
喫
飯
午
前
中
は
疲

労
の
為
に
休
眠
午
后
は
勉
学
夜
は
授
業
今
日
身
体
の
容
体
少
し
く
悪
な
り

し
是
れ
全
く
胃
部
を
損
ぜ
し
に
よ
る
な
ら
ん
又
運
動
も
せ
ざ
り
し
今
晩
よ

り
香
竄
葡
萄
二
十
瓦
に
肝
油
少
し
混
じ
て
飲
み
始
じ
む

十
四
日
（
金
曜
）
午
前
五
時
起
褥
朝
の
講
義
を
な
し
聖
書
祈
祷
喫
飯
午
前
中
は

書
見
を
な
し
事
務
を
取
り
家
政
を
監
督
し
午
后
は
暫
時
休
眠
馬
上
に
て
少

し
く
運
動
し
夜
は
小
橋
礼
太
郎
君
に
暗
記
の
問
答
を
な
し
又
事
務
を
取
り

十
一
時
褥
に
就
く
○
今
日
身
体
の
容
体
は
甚
だ
悪
し
ゝ
な
ん
と
な
く
身
体

に
苦
し
み
を
持
ち
咳
嗽
喀
痰
も
多
く
あ
り
し
是
れ
全
く
葡
萄
酒
肝
油
を
飲

み
し
故
な
ら
ん
酢
及
び
ア
マ
ザ
ケ
も
少
々
は
害
と
な
り
し
な
ら
ん
慎
し
む

可
し

十
五
日
（
土
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
午
前
中
は
事
務
を
取
り
又
包
厨

の
監
督
を
な
せ
し
午
后
は
書
見
夜
は
禮
君
に
問
答
を
な
し
○
今
日
身
体
の

容
体
は
昨
日
よ
り
宜
し
く
な
り
し

十
六
日
（
日
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
午
后
九
時
よ
り
安
息
学
校
を
開
き
人
ハ
パ
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ン
の
み
に
て
生
き
る
も
の
に
非
ら
ず
唯
神
の
口
よ
り
出
づ
る
凡
て
の
言
に

よ
る
と
云
ふ
事
に
付
き
勧
め
を
な
せ
り
午
后
は
気
分
悪
し
く
喀
痰
咳
嗽
甚

し
き
に
よ
り
休
眠
夜
は
集
り
に
出
で
又
談
話
せ
り
今
日
は
身
体
大
に
苦
し

か
り
し
随
て
言
語
大
に
乱
れ
し

十
七
日
（
月
曜
）
午
前
八
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
午
前
中
は
半
病
人
に
て
事
務
を

取
り
た
り
午
后
は
来
翰
及
雑
誌
を
読
み
夜
は
博
愛
社
に
関
係
あ
る
人
々
の

記
念
会
を
開
け
り
（
又
米
甘
汁
）
を
以
て
親
睦
を
な
せ
り

十
八
日
（
火
曜
）
今
日
は
七
時
起
褥
喫
飯
午
前
に
は
集
り
を
開
き
午
后
は
来
客
に

接
し
大
ニ
繁
雑
を
極
め
た
り
夜
は
早
く
よ
り
就
褥

十
九
日
（
水
曜
）
今
日
は
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
少
し
く
休
息
十
時
頃
よ
り
午
后
へ

か
け
て
休
眠
せ
り
夜
は
事
務
を
取
り
小
橋
礼
太
郎
氏
の
問
答
を
な
し
た
り

今
日
は
身
体
の
模
様
悪
し
ゝ

二
十
日
（
木
曜
）
今
日
は
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
取
り
午
后
は
事

務
を
取
れ
り
夜
は
小
橋
礼
太
郎
氏
の
問
答
を
な
せ
り
今
日
身
体
の
容
体
は

大
に
悪
し
ゝ

二
十
一
日
（
金
曜
）
今
日
は
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
取
り
午
后
は

病
人
療
養
の
事
に
付
き
考
へ
夜
は
集
り
に
於
て
長
寿
の
心
得
食
事
の
心
得

を
話
せ
り
又
小
橋
礼
（
マ
マ
）君
の
問
答
を
な
し
午
后
十
時
褥
に
就
く
今
日
は
身
体

の
容
体
少
し
く
宜
し
か
り
し

二
十
二
日
（
土
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
事
務
を
取
り
聖
書
祈
祷
身
体
は
益
々
力

ら
附
き
午
后
は
馬
上
に
て
運
動
せ
り
其
れ
が
為
に
大
に
疲
労
し
晩
迠
休
眠

せ
り
夜
は
集
り
を
開
き
教
訓
せ
り
又
小
橋
礼
太
郎
君
の
解
剖
生
理
ノ
問
題

を
問
答
せ
し
十
時
褥
に
就
く

　
　

○
摂
生
法

　
　

食
事　

一
度
ニ
粥
又
ハ
米
飯
二
碗
鶏
卵
一
個
野
菜
物
一
椀
漬
物
一
皿
コ
ン
デ

ン
ス
ミ
ル
ク
又
ハ
鶏
卵
ク
ズ
一
碗

薬
用　

祛
痰
剤　

遠
志
浸　

吸
入
薬　

テ
レ
ビ
ン
油　

健
胃
剤　

稀
塩
酸
龍
膽
丁

幾　

注
射
薬　

結
列
阿
曹
篤
を
阿
列
布
油
ニ
溶
カ
セ
シ
モ
ノ

　
　

新
鮮
空
気
呼
吸　

一
日
数
回

　
　

身
体
運
動　

毎
日
午
后
一
時
間
乃
至
三
時
間

　
　

精
神
摂
養　

毎
朝
祈
祷
及
聖
書　
（
道
徳
、
衛
生
、
経
済
ノ
研
究
）

　
　

博
愛
社
の
事
務　

午
前
九
時
よ
り
午
前
十
一
時
迠　

二
時
間

　
　

教
育　

午
后
七
時
ヨ
リ
同
十
時
迠
三
時
間

二
十
三
日
（
日
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
其
れ
よ
り
準
備
を
な
し
午
前
安
息
日
学

校
に
於
て
信
仰
、
希
望
、
愛
、
誠
実
、
健
康
、
労
働
、
熱
心
、
勉
強
、
忍
耐
、

節
倹
、
貯
蓄
、
利
用
等
の
徳
を
涵
養
す
べ
き
事
を
勧
め
た
り
午
后
の
集
り

に
聖
書
の
講
義
日
本
経
済
上
の
世
界
恐
荒
（
マ
マ
）経
済
と
道
徳
の
一
致
等
に
つ
き

談
話
し
殊
に
青
年
悪
魔
の
誘
惑
に
負
け
易
き
事
を
話
せ
り
夜
は
感
話
会
の

司
会
を
な
せ
り
今
日
身
体
の
容
体
大
に
宜
し

二
十
四
日
（
月
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
午
前
中
は
事
務
を
取
り
午
后

は
書
見
を
な
し
且
事
務
を
取
り
夜
は
書
見
を
な
し
且
つ
小
橋
礼
太
郎
君
の

化
学
問
答
を
な
し
又
大
須
賀
亮
一
兄
よ
り
恵
与
の
威
氏
経
済
学
到
着
せ
り

一
見
す
る
に
実
に
有
益
の
書
な
り
今
日
は
身
体
大
に
宜
ろ
し

二
十
五
日
（
火
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
其
よ
り
書
見
を
な
し
事
務
を

取
り
午
后
は
竹
内
松
之
子
ノ
母
来
訪
せ
ら
れ
談
話
せ
り
夜
は
集
り
に
於
て

勧
め
を
な
し
又
小
橋
礼
君
の
解
剖
問
答
を
な
し
九
時
褥
に
就
く

二
十
六
日
（
水
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
其
よ
り
書
見
を
な
し
事
務
を

取
り
午
后
も
亦
同
様
に
書
見
を
な
し
事
務
を
取
り
夜
は
集
り
に
出
で
又
小

橋
礼
太
郎
君
科
学
の
問
答
を
な
せ
し
身
体
の
容
体
は
別
に
変
は
り
な
し

二
十
七
日
（
木
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
書
見
を
な
し
午
后
は
事
務
を

取
り
夜
は
集
り
に
於
て
道
徳
衛
生
、
経
済
の
関
係
を
話
せ
り
之
を
自
転
三

輪
車
に
譬
へ
て
話
せ
り
身
体
の
容
体
別
に
変
は
り
し
事
な
し
又
小
橋
礼
太

郎
君
に
解
剖
問
答
を
な
せ
し
又
凡
て
の
事
良
心
に
よ
っ
て
判
断
し
確
信
せ

し
事
を
実
行
す
べ
き
事
を
話
せ
り
然
ら
ざ
る
時
は
精
神
上
ニ
大
な
る
弊
害
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七

の
生
ず
る
事
あ
り

二
十
八
日
（
金
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
、
聖
書
祈
祷
書
見
を
な
し
午
后
は
事
務

を
取
り
夜
は
集
り
に
於
て
衛
生
上
の
談
話
を
な
し
又
事
務
を
取
り
た
り
余

は
身
体
病
気
の
為
に
精
神
鋭
敏
に
な
り
し
事
に
感
動
し
易
く
言
語
乱
れ
思

ふ
様
に
身
体
自
由
な
ら
ざ
る
為
に
人
を
使
役
す
る
事
多
く
実
に
生
徒
等
に

悪
感
化
を
与
ふ
る
事
莫
大
な
ら
ん
願
く
は
主
よ
是
誤
ま
り
よ
り
救
ひ
給
へ

ア
ー
メ
ン

二
十
九
日
（
土
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
研
究
を
な
し
午
后
は
病
人
の

薬
を
調
合
し
た
り
夜
は
集
り
に
出
で
ゝ
報
告
を
開
き
又
事
務
を
取
り
十
一

時
褥
に
就
く
是
頃
身
体
の
容
体
は
脉
搏
亢
進
「
尿
通
頻
数
」「
朝
昼
晩
大
抵

食
後
及
び
就
褥
后
咳
嗽
喀
痰
」「
呼
吸
促
進
」「
歩
行
困
難
」
等
な
り

三
十
日
（
日
曜
）
午
前
八
時
起
褥
喫
飯
安
息
日
学
校
に
於
て
猶
太
国
の
滅
亡
印
度

の
滅
亡
を
話
し
日
本
帝
国
の
運
命
に
つ
き
警
戒
す
べ
き
事
を
話
せ
り
午
后

は
事
務
を
取
り
夜
は
何
と
な
く
気
分
悪
し
く
耐
へ
難
く
あ
り
し
早
く
よ
り

褥
に
就
く

三
十
一
日
（
月
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
午
前
中
は
経
済
上
の
事
務
を

取
り
又
午
后
も
経
済
上
の
事
務
を
取
り
夜
は
姫
路
教
会
へ
の
書
翰
岡
山
孤

児
院
へ
の
報
告
書
を
認
め
其
他
一
ヶ
月
間
の
事
務
を
整
頓
せ
し
又
夜
の
集

り
に
於
て
一
ヶ
月
間
経
済
上
の
報
告
を
な
せ
し
今
日
身
体
の
容
体
は
別
に

変
は
り
し
事
な
ク
只
咳
嗽
喀
痰
甚
し
く
あ
り
し

明
治
廿
五
年
十
一
月
一
日
（
火
曜
）
午
前
六
時
起
褥
聖
書
祈
祷
書
見
を
な
し
事
務

を
執
り
午
后
は
病
人
の
薬
を
拵
へ
夜
は
一
回
の
報
告
を
な
し
実
務
上
の
心

得
を
話
し
た
り
今
日
身
体
大
ニ
苦
痛
な
り
し
咳
嗽
喀
痰
甚
し
く
気
分
不
快

な
り
し

二
日
（
水
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
書
見
事
務
を
執
り
午
后
は
休
眠
夜

は
書
見
報
告
会
に
臨
み
た
り
○
今
日
は
身
体
の
容
体
甚
だ
悪
し
ゝ

三
日
（
木
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
書
見
事
務
を
取
り
午
后
は
精
神
及

身
体
を
休
め
夜
は
天
長
節
祝
会
に
於
て
日
本
古
今
の
変
革
を
話
せ
り
今
日

は
身
体
の
容
体
甚
だ
悪
し
ゝ

四
日
（
金
曜
）
昨
夜
咳
嗽
喀
痰
甚
し
く
し
て
安
眠
す
る
能
は
ず
午
前
八
時
起
褥
喫

飯
聖
書
祈
祷
事
務
を
と
り
書
見
を
な
し
午
后
は
休
眠
し
又
入
浴
し
夜
は
集

会
に
出
で
報
告
を
聞
き
褥
に
就
く

五
日
（
土
曜
）
昨
夜
咳
嗽
喀
痰
甚
し
く
安
眠
す
る
能
は
ず
午
前
八
時
起
褥
喫
飯
聖

書
祈
祷
衛
生
事
務
を
と
り
書
見
し
午
后
は
休
息
夜
は
報
告
会
に
臨
み
又
書

見
せ
り

六
日
（
日
曜
）
午
前
八
時
起
褥
喫
飯
安
息
日
学
校
に
於
て
勧
め
を
な
し
又
朝
鮮
の

運
命
に
つ
き
話
せ
り
午
后
は
休
眠
夜
は
書
見
及
び
事
務
を
取
り
十
時
褥
に

就
く

七
日
（
月
曜
）
午
前
八
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
午
前
は
書
見
を
な
し
事
務
を
取
り

午
后
は
休
眠
夜
は
報
告
会
に
臨
み
た
り

八
日
（
火
曜
）
午
前
八
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
午
前
は
書
見
を
な
し
事
務
を
取
り

午
后
は
休
眠
夜
は
報
告
会
に
臨
め
り

九
日
（
水
曜
）
午
前
八
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
午
前
は
書
見
を
な
し
事
務
を
取
り

午
后
は
薬
局
を
整
理
し
夜
は
報
告
会
に
臨
み
た
り

十
日
（
木
曜
）
午
前
八
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
服
薬
書
見
及
び
衛
生
上
の
事
務
を

取
り
又
水
守
勇
也
君
来
ら
れ
即
ち
学
問
を
な
す
及
三
段
の
順
序
あ
る
事
を

語
れ
り
午
后
は
休
眠
夜
は
報
告
会
に
臨
み
十
時
褥
に
就
く
○
昨
日
来
節
食

を
な
す
に
よ
り
身
体
大
に
宜
ろ
し

十
一
日
（
金
曜
）
午
前
六
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
服
薬
書
見
衛
生
上
の
事
務
を
執

り
午
后
は
寒
気
甚
し
く
身
体
不
和
を
感
ぜ
し
為
休
眠
せ
り
夜
は
報
告
会
に

臨
め
り
十
時
褥
に
就
く

十
二
日
（
土
曜
）
午
前
八
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
午
前
中
は
衛
生
上
の
事
務
を
取

り
午
后
は
休
息
夜
は
報
告
会
に
臨
め
り
今
日
身
体
の
容
体
は
中
等
な
り
し

十
三
日
（
日
曜
）
午
前
七
時
起
褥
安
息
日
学
校
の
準
備
を
な
し
九
時
よ
り
安
息
日
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八

学
校
を
開
き
聖
書
に
付
き
話
し
又
安
南
、
暹
羅
、
緬
甸
等
の
地
理
に
つ
き

話
せ
り
午
后
は
書
見
夜
は
早
く
よ
り
褥
に
就
く

　
　

余
は
身
体
の
摂
養
と
精
神
の
修
養
と
事
務
の
執
行
の
三
つ
は
毎
日
是
非
共
な

さ
ゞ
る
可
ら
ず
然
る
に
今
日
迠
規
則
正
し
く
行
か
ざ
る
は
遺
憾
の
事
な
り

願
く
は
主
よ
是
の
病
弱
の
身
心
に
力
を
与
へ
聖
旨
を
な
さ
し
め
玉
へ
ア
ー

メ
ン

亦
然
り
夜
は
報
告
会
に
臨
め
り

十
八
日
（
金
曜
）
今
日
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
祈
祷
事
務
を
取
り
書
翰
を
認
め
た
り

午
后
は
胃
拡
張
を
引
起
し
食
物
胃
部
に
停
滞
し
て
ト
ゴ
ト
ゴ
と
云
ふ
事
を

発
見
せ
り
又
喀
痰
咳
嗽
の
如
き
も
胃
に
大
関
係
あ
る
事
を
悟
れ
り
即
ち
按

腹
し
て
停
停
（
マ
マ
）物
を
下
げ
降
ろ
せ
り
大
に
気
分
宜
ろ
し
か
り
し
尿
意
頻
数
脈

搏
亢
進
も
歩
行
困
難
も
呼
吸
促
進
も
胃
拡
張
に
大
関
係
あ
る
事
を
悟
れ

り
尓
（
マ
マ
）来
胃
の
治
療
を
専
ら
に
す
べ
し
夜
は
報
告
会
に
臨
め
り
今
夜
小
橋
実

之
助
氏
に
按
摩
を
依
頼
せ
り
大
に
快
く
あ
り
し

　
　
（
※
こ
こ
に
人
体
図
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
省
略
し
た
）

　
　

今
晩
の
金
曜
の
祈
祷
会
に
て
一
同
余
の
病
気
の
快
癒
す
る
為
に
祈
ら
れ
た
り

「
そ
れ
信
仰
よ
り
出
る
祈
祷
は
病
気
を
救
ふ
可
し
主
之
を
起
さ
ん
若
罪
を
犯

し
ゝ
こ
と
有
ら
ば
赦
さ
ん
○
な
ん
ぢ
ら
互
ひ
に
過
ち
を
認
ら
は
し
且
病
を

癒
さ
る
ゝ
こ
と
得
ん
為
に
互
ひ
に
祈
る
べ
し
義
者
の
篤
き
祈
祷
は
力
あ
る

も
の
な
り
（
雅
各
書
五
ノ
十
五
、十
六
）

十
九
日
（
土
曜
）
午
前
八
時
起
褥
喫
飯
祈
祷
少
し
く
事
務
を
取
り
た
り
午
后
は
多

く
休
眠
せ
り
夜
は
報
告
会
に
臨
む
能
は
ず
胃
部
ノ
減
食
療
法
を
施
す
大
に

疲
労
す
又
今
晩
は
廣
瀬
正
作
子
に
案
（
マ
マ
）摩

を
し
て
貰
ひ
し
大
に
快
く
感
ぜ
し

夜
は
安
眠
を
な
す
を
得
た
り
菓
子
食
厳
禁
間
食
厳
禁
飽
食
厳
禁
、
喫
茶
厳

禁
、
多
言
厳
禁
以
上
の
五
個
ノ
厳
禁
を
堅
く
も
守
る
べ
し

二
十
日
（
日
曜
）
今
日
は
朝
よ
り
晩
に
至
る
ま
で
病
床
に
あ
り
し
又
廣
瀬
正
作
子

に
按
摩
を
し
て
貰
ひ
し
大
に
快
く
あ
り
し
按
摩
は
病
者
に
と
り
て
は
此
上

も
な
き
慰
み
と
快
楽
を
感
ず
る
も
の
な
り
今
日
始
（
マ
マ
）め
て
之
を
悟
れ
り
身
体

健
康
な
ら
ざ
る
時
は
何
事
も
な
す
事
能
は
ず
故
に
先
づ
暫
ら
く
萬
事
を
擲

ち
身
体
の
摂
養
を
専
ら
に
す
べ
し
書
籍
上
の
研
究
は
当
分
之
内
一
切
之
を

廃
す
べ
し  

二
十
一
日
（
月
曜
）
今
日
は
早
朝
よ
り
起
褥
喫
飯
大
に
気
分
宜
し
く
又
運
動
を
な

し
書
翰
を
認
め
午
后
は
新
鮮
空
気
呼
吸
及
少
し
く
事
務
を
取
り
又
久
し
ぶ
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十
四
日
（
月
曜
）
今
日
は
午
前
八
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
身
体
の
療
養
書
見
事
務

を
取
り
午
后
は
身
体
に
寒
さ
を
感
ず
る
為
に
休
眠
せ
り
夜
は
報
告
会
に
臨

み
た
り
喀
痰
咳
嗽
は
少
し
く
減
ぜ
し
今
日
入
浴
は
な
さ
ゞ
り
し
身
体
の
疲

労
呼
吸
促
進
歩
行
困
難
脈
搏
亢
進
等
は
増
進
せ
し

十
五
日
（
火
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
午
前
中
は
身
体
療
養
書
見
事
務

を
執
行
せ
り
午
后
は
寒
さ
を
感
ず
る
為
に
休
眠
せ
り
夜
は
報
告
会
に
臨
み

た
り
身
体
の
容
体
は
昨
日
に
同
じ

十
六
日
（
水
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
身
体
療
養
書
見
事
務
を
取
り
午
后
は
書
翰

を
読
み
新
聞
を
読
み
又
運
動
せ
り
夜
は
報
告
会
に
臨
め
り
身
体
は
少
し
く

宜
ろ
し

十
七
日
（
木
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
聖
書
祈
祷
身
体
療
養
事
務
を
取
り
午
后
も



『Human Welfare』第３巻第１号　2011

九

り
に
て
入
浴
し
夜
は
少
し
く
談
話
し
九
時
褥
に
就
く
今
日
は
大
に
気
分
宜

し
か
り
し

二
十
二
日
（
火
曜
）
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
大
に
気
分
宜
し
く
午
前
少
し
く
事
務
を

取
り
し
又
新
鮮
空
気
呼
吸
せ
し
午
后
は
静
か
に
休
息
夜
は
早
く
よ
り
就
褥

今
夜
は
村
尾
姉
の
精
神
に
つ
き
協
議
せ
り
又
今
夜
余
の
病
気
再
た
び
癒
す

る
か
主
の
御
許
に
行
く
か
は
来
る
明
治
廿
六
年
中
に
定
ま
る
と
の
感
じ
起

り
た
り
又
博
愛
社
の
事
業
も
孤
児
実
業
的
教
育
の
一
事
を
熱
心
に
勉
む
る

是
れ
成
功
の
秘
訣
な
り
と
の
感
頻
な
り

二
十
三
日
（
水
曜
）
今
日
は
身
体
容
体
甚
だ
苦
し
か
り
し
故
に
炬
燵
を
開
け
て
之

に
臥
す
に
至
れ
り
食
物
も
今
日
よ
り
改
良
せ
り
遠
志
煎
を
飲
み
始
じ
む
今

日
よ
り
全
く
の
病
人
と
し
て
取
扱
は
る
ゝ
に
至
れ
り

二
十
四
日
（
木
曜
）
今
日
も
朝
よ
り
晩
に
至
る
ま
で
病
床
に
あ
り
て
神
の
恵
み
を

味
ひ
又
人
を
教
育
す
る
と
云
ふ
事
を
大
に
味
ひ
た
り
世
に
多
く
の
な
す
可

き
事
あ
る
も
キ
リ
ス
ト
に
あ
り
て
人
を
教
育
す
る
の
楽
み
に
及
ぶ
も
の
な

か
る
べ
し

二
十
五
日
（
金
曜
）
今
日
は
神
戸
よ
り
松
田
治
郎
吉
兄
来
ら
れ
種
々
談
話
せ
り
今

日
少
し
く
談
話
過
ぎ
た
り
余
の
守
る
べ
き
も
の
は
精
神
の
安
慰
身
体
の
安

静
新
鮮
空
気
呼
吸
湯
薬
用
、
滋
養
食
適
宜
の
身
体
運
動
等
な
り

二
十
六
日
（
土
曜
）
今
日
は
朝
よ
り
晩
に
至
る
ま
で
静
か
に
摂
養
せ
し
会
陰
部
の

腫
物
益
々
痛
み
を
尽
し
た
り
又
大
便
通
じ
て
大
に
快
く
あ
り
し

二
十
七
日
（
日
曜
）
今
日
は
朝
よ
り
晩
に
至
る
ま
で
静
か
に
療
養
せ
し
会
陰
部
の

痛
み
の
為
に
大
に
苦
し
む
衰
弱
も
之
が
為
に
益
々
進
む
心
地
す

　
　

去
年
今
日
在
大
垣
今
在
病
床
雑
感
切
人
間
行
路
多
艱
苦
独
慰
天
父
愛
我
切

　
　

幾
犯
罪
悔
悟
頻
基
督
救
我
与
安
慰
天
路
将
尽
我
前
途
天
使
護
我
到
天
城

二
十
八
日
（
月
曜
）
今
日
は
朝
よ
り
晩
に
至
る
ま
で
精
神
の
修
養
と
肉
体
の
療
養

と
事
務
の
指
揮
を
な
し
た
り
会
陰
部
の
痛
み
依
然
た
り

二
十
九
日
（
火
曜
）
今
日
は
朝
よ
り
晩
に
至
る
ま
で
精
神
の
修
養
と
肉
体
の
療
養

と
事
務
の
指
揮
を
な
し
た
り
病
気
は
依
然
た
り

三
十
日
（
水
曜
）
今
日
も
朝
よ
り
晩
に
至
る
ま
で
精
神
の
修
養
と
肉
体
の
療
養
と

事
務
の
指
揮
を
な
し
た
り
病
気
は
依
然
た
り
今
夜
は
一
ヶ
月
中
の
会
計
を

整
理
す
る
為
に
夜
遅
く
ま
で
精
神
を
使
用
せ
り

十
二
月
一
日
（
木
曜
）
今
日
は
会
陰
部
の
膿
瘍
を
切
開
せ
し
多
く
の
膿
出
で
た
り

精
神
の
修
養
と
肉
体
の
療
養
と
事
務
上
の
指
揮
を
な
し
た
り

二
日
（
金
曜
）
今
日
は
精
神
の
修
養
と
肉
体
の
療
養
と
事
務
の
指
揮
を
な
せ
り
又

今
日
数
年
来
の
負
債
弁
償
の
機
会
を
与
へ
ら
れ
実
に
感
謝
せ
り

三
日
ヨ
リ
廿
四
日
迠
ノ
三
週
間

　
　

是
ノ
間
会
陰
部
ノ
疼
痛
咽
頭
ノ
加
答
児
胃
ノ
不
消
化
肺
ノ
呼
吸
促
進
心
臓
ノ

心
悸
亢
進
等
ニ
テ
甚
ダ
悩
メ
リ
然
ル
ニ
摂
生
を
な
し
治
療
を
加
へ
し
ニ
会

陰
部
ハ
殆
ん
ど
全
快
又
廿
三
日
ニ
人
工
カ
ル
ヽ
ス
泉
塩
を
服
用
せ
し
に
胃

部
を
一
洗
し
大
に
気
分
宜
し
之
が
為
に
咽
頭
加
答
児
も
呼
吸
促
進
心
悸
亢

進
も
大
に
減
退
す
胃
と
咽
頭
と
肺
と
心
臓
と
親
密
な
る
関
係
を
有
す
る
も

の
な
る
事
を
悟
れ
り
余
は
種
々
な
る
病
気
を
一
身
に
有
す
れ
ど
も
尤
も
長

く
又
尤
も
損
じ
お
る
は
胃
な
り
今
月
迠
胃
病
の
療
治
を
怠
り
し
は
是
れ
大

な
る
誤
り
な
り
胃
病
を
第
一
に
治
療
せ
ば
其
他
の
病
気
も
従
っ
て
軽
快
す

る
事
は
今
日
迠
の
経
験
に
て
明
か
な
り
豈
に
励
ま
ざ
る
可
け
ん
哉

廿
五
日
（
月
曜
日
）
本
日
は
基
督
ノ
御
降
誕
日
ニ
シ
テ
我
等
一
同
喜
ビ
ヲ
以
テ
此

日
ヲ
祝
セ
リ
殊
ニ
此
日
ハ
余
ガ
主
ノ
召
ニ
蒙
リ
シ
最
ト
モ
紀
（
マ
マ
）念
ス
ベ
キ
日

ナ
ル
ガ
故
に
懐
旧
ノ
念
頻
リ
ニ
起
リ
萬
感
胸
中
ニ
浮
ビ
来
リ
テ
大
ニ
病
苦

ヲ
ナ
グ
サ
メ
タ
リ
願
ク
ハ
主
ノ
恵
ミ
此
賎
シ
キ
僕
ノ
上
ニ
加
ハ
リ
肉
体
ノ

病
気
モ
次
第
ニ
快
方
ニ
赴
キ
主
ノ
御
用
ヲ
務
ム
ル
ニ
至
ラ
ン
コ
ト
ヲ　

ア

ー
メ
ン

廿
六
日
ヨ
リ
丗
一
日
ニ
至
ル
迠　

　
　

此
間
ハ
本
年
中
ノ
博
愛
社
ノ
事
業
ノ
成
績
ヲ
取
リ
調
ブ
ル
為
メ
又
書
翰
ヲ
認

メ
テ
兄
弟
姉
妹
ニ
送
ル
ヽ
タ
メ
大
ニ
心
ヲ
労
セ
リ
之
レ
ガ
為
メ
ニ
病
気
重
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一
�

ク
大
ニ
苦
メ
リ
願
ク
ハ
来
ル
明
治
廿
六
年
一
月
一
日
ヨ
リ
精
神
ノ
修
養
ト

肉
体
ノ
療
養
ト
ニ
専
ラ
力
ヲ
尽
サ
シ
メ
玉
ハ
ン
コ
ト
ヲ
祈
ル
主
ヨ
此
僕
ヲ

憐
ミ
助
ケ
玉
へ　

ア
ー
メ
ン
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